
○ 次の問いに答えなさい。  

① 次の図は，直角三角形のそれぞれ 

の辺を１辺とする正方形をかいた 

ものです。Ｐの面積が３㎝２でＲの 

面積が１０㎝２のとき，Ｑの面積を

答えなさい。 

 

② 次の長さを３辺とする三角形（ア）～（エ）のうち，直角三角形であるものを

すべて選び，記号で答えなさい。 

(ア) ５㎝，６㎝，７㎝     

(イ)   ㎝，  ㎝，２㎝  

(ウ) ５㎝，１２cm，１３㎝ 

(エ)      ㎝，    ㎝，       ㎝ 

    ［①② 知識・理解］ 

          

③ 次の図で，χの値を求めなさい。 

 

 

 

 

 

④ 直角をはさむ２辺の長さが６㎝，     ㎝である直角三角形の斜辺の長さを

求めなさい。 

 

 

 

 

 

 

○ 次の問いに答えなさい。 

⑤ 次の図のように，ＡＢ＝ＢＣの直角二等辺三角形ＡＢＣがあり，ＭはＢＣの中

点です。ＡＭ＝５㎝のとき，辺ＡＢの長さを求めなさい。 

 

 

 

 

 

 

［③～⑤ 技能］ 

⑥ 田中さんは，１＋ ５(cm)の長さを作図する問題が解けなくて困りました。佐

藤さんが，「ある直角三角形に注目すると， ５(cm)の長さをかくことができ

るよ。」と，田中さんに言いました。佐藤さんはどのような長さの直角三角形

に注目したか，答えなさい。 

 

 

 

 

 

⑦ ＡＢ＝２㎝，ＢＣ＝５㎝，ＣＤ＝１０㎝，ＤＡ＝１１㎝，∠Ｃ＝９０°の四

角形ＡＢＣＤがあります。鈴木さんはこの四角形ＡＢＣＤで，∠Ａ＝９０°

になることに気づきました。その理由を説明しなさい。 

 

                           

 

 

 

［⑥⑦ 見方や考え方］ 

 
 

 

 

 

Ａ

Ｂ ＣＭ

５cm 

３cm ６cm 

χcm 

２ ２
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単元名：〔三平方の定理（啓林館）〕〔三平方の定理（東京書籍）〕 
   

 ３年（  ）組（  ）番 氏名（           ）  

①②     ③～⑤     ⑥⑦      得点 
（  ／２） （  ／３） （  ／２）  （  ／７） 
知識・理解   技能    見方や考え方      

Ｐ 

Ｑ 

３ ７

 

 

４ ３ ５ ３３ ３

 



　　単　　元　　名

見
方
や
考
え
方

技
能

知
識
・
理
解

選
択
式

短
答
式

記
述
式

① ○ ○ 90%

② ○ ○ 90%

③ ○ ○ 90%

④ ○ ○ 90%

⑤ ○ ○ 80%

⑥ ○ ○ 70%

⑦ ○ ○ 70%

2 3 2 1 4 2 83%

問題形式

目
標
正
答
率

中学校第３学年　単元別確認テスト１５　出題のねらい及び解答例，評価の観点，目標正答率一覧

〔７章１　三平方の定理（啓林館 P.172～P.179）〕　〔７章１　三平方の定理（東京書籍 P.176～P.184）〕

〈学習指導要領〉

Ｂ　図  形

　(3)　 観察，操作や実験などの活動を通して，三平方の定理を見いだして理解し，それを用いて考察することができるようにする。

　　ア　三平方の定理の意味を理解し，それが証明できることを知ること。

　　イ　三平方の定理を具体的な場面で活用すること。

問
題
番
号

評価の観点

三平方の定理が，直角三角形の３辺の長さの関係を表すものであるとともに，面積の
関係を表すものであることを理解している。 ７㎝２

三平方の定理を使って，辺の長さを求めることができる。

直角三角形であるかどうかの判別の際，三平方の定理の逆を使うことを理解してい
る。

出　題　の  ね  ら　い 解　答　例

（イ），（ウ），（エ）

合　　計　　７　　問　　

三平方の定理を使って，斜辺の長さを求めることができる。 　　cm

三平方の定理を使って２次方程式をつくり，辺の長さを求めることができる。 cm

直角三角形の３辺の長さの関係をもとに，答えを考えることができる。 直角をはさむ２辺が１cmと２cmの直角三角形

三平方の定理を利用し,四角形の特徴を考え,説明することができる。

∠Ｃ＝90°から　ＢＤ２＝125

  　    ＡＢ２＋ＤＡ２＝４＋121

　 　　　　　　      ＝125 となり,
△ＡＢＤで，

　　ＡＢ２＋ＤＡ２＝ＢＤ２が成り立つから。

３ ３

２ ５

２ １１



○ 次の問いに答えなさい。 

① 林先生は，校舎の屋上のＡ地点からグランドのＢ地点までをワイヤーを使   

って最短距離で結ぼうとしています。直接ＡＢを測る以外の方法で，必要

なワイヤーの長さを求める方法を答えなさい。図の中に新しいポイントを

かきこんで説明してもよろしい。ただし，ワイヤーの重さにかかる重力や，

結び目の長さは考えないこととします。 

         

 

校舎 

 

 

 

 

 

② １辺が６cmの正三角形の面積を求めなさい。 

  

 

 

 

 

③ 半径が８㎝の円で，中心からの距離が３㎝である弦の長さを求めなさい。 

 

 

 

 

 

④ ２点Ａ(４，２），Ｂ(－２，－１)の間の距離を求めなさい。 

 

 

 

 

 

○ 次の問いに答えなさい。 

⑤ 次の図のような展開図で 

表される円錐の体積を求 

めなさい。 

 

                 

 

［②～⑤ 技能］ 

⑥ 体積が     ㎝３の正四角錐を展開すると，次の図のようになりました。

ＡＢの長さが６㎝のときの，ＡＣの長さを求めなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ 次の図は，ＡＢ＝６㎝，ＢＣ＝４㎝，ＡＥ＝２㎝の直方体です。ＡからＧ

にひもをゆるまないようにかけるとき，辺ＢＣを通る方法を(ア)，辺ＢＦ

を通る方法を(イ)とします。ひもの長さが短くなるのは，(ア)と(イ)のど

ちらの方法かを答え，その理由も説明しなさい。                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［①⑥⑦見方や考え方］ 

          
 

           

単元名：〔三平方の定理の利用（啓林館）〕〔三平方の定理の利用（東京書籍） 

    ３年（  ）組（  ）番 氏名（           ）  

②～⑤     ①⑥⑦       得点 

 （  ／４）  （  ／３）   （  ／７） 

  技能     見方や考え方       
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・

・

Ａ

Ｂ

Ａ
Ｂ

ＣＤ

Ｅ Ｆ

Ｇ
Ｈ

   （理由） 

１２ １４

          
 

・

・

5㎝

3㎝

Ｂ

Ａ

Ｃ

（方法） 

 



　　単　　元　　名

見
方
や
考
え
方

技
能

知
識
・
理
解

選
択
式

短
答
式

記
述
式

① ○ ○ 80%

② ○ ○ 80%

③ ○ ○ 80%

④ ○ ○ 90%

⑤ ○ ○ 80%

⑥ ○ ○ 70%

⑦

(ア)

○ ○ 70%

3 4 0 0 5 2 79%合　　計　　７　　問　　

出　題　の  ね  ら　い

長さを調べる際に，三平方の定理が利用できることを理解している。

正四角錐に直角三角形を見いだし，与えられた条件をもとに，辺の長さ
を求める方法を考えることができる。

三平方の定理を利用して，正三角形の面積を求めることができる。 　　　　　㎝２

　　　　　㎝

三平方の定理を利用して，２点間の距離を求めることができる。

三平方の定理を利用して，円錐の体積を求めることができる。

展開図に直角三角形を見いだし，２点間の最短距離を求める方法を考え
ることができる。

中学校第３学年　単元別確認テスト１６　出題のねらい及び解答例，評価の観点，目標正答率一覧

〈学習指導要領〉

評価の観点 問題形式
目
標
正
答
率

問
題
番
号

Ｂ　図形

三平方の定理を利用して，弦の長さを求めることができるかをみる。

　　イ　三平方の定理を具体的な場面で活用すること。

　〔７章２　三平方の定理の利用（啓林館 P.180～P.189）〕〔７章２　三平方の定理の利用（東京書籍 P.185～P.194）〕

　(3)　 観察，操作や実験などの活動を通して，三平方の定理を見いだして理解し，それを用いて考察することができるようにする。

　　　　　㎝

校舎の高さとＢ地点から校舎までの距離を測り，三平方
の定理を使ってＡＢの長さを求める。
　※下線の言葉が３つそろって正解。
  ※図で，校舎の壁を表す直線と地面を表す直線の
    交点をＣして，ＡＣの長さとＢＣの長さを測
    り，三平方の定理使ってＡＢの長さを求めると
    しても正解。

　１２π㎝３

解　答　例

９ ３

２ ５５

（イ）の方法だと

（ア）の方法だとひもの長さは

になるから

２2＋１０2 ＝

４２＋８２

４＋１００

＝

=

１６＋６４

１０４ ｃｍ

＝ ８４ ｃｍ

３ ５

４ ２
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○ 次の問いに答えなさい。 

ある集団について何かを調べるとき，その集団の全部について調べることを 

   Ａ   という。また，集団から一部を取り出して調査し，それによって 

    集団全体の性質を推測する調査方法を    Ｂ    という。 

 ① 上の文の         に当てはまる言葉を答えなさい。 

 

        

 

② 次のア～ウの中で，上記の    Ｂ   の方法で調べることが適切であるも

のをすべて選び，記号で答えなさい。 

 ア テレビ番組の視聴率調査 

 イ 学校で行われる健康診断 

 ウ 缶詰めの品質調査 

［①② 知識・理解］ 

○ 次の問いに答えなさい。 

③ ある学校の３年生２４０人から，生徒３０人を無作為に抽出してアンケート 

調査を行ったところ，毎日２時間以上勉強をしている生徒が７人いました。 

この３年生全体で毎日２時間以上勉強をしている生徒は何人いると考えられ 

ますか。 

 

 

④ ある池にいる魚の数を調べるため，池の数か所にわなをしかけて魚を捕獲し 

たところ，捕獲した魚は全部で３５０匹でした。これらの魚全部に印をつけ 

て池に返しました。１０日後に同じようにして魚を捕獲したら，捕獲した魚 

の数は２７０匹で，その中に印のついた魚は１５匹いました。この池にいる 

魚の数を推測しなさい。 

 

 

［③④ 技能］ 

                              

 

 

 

 

○ 図書委員会では，全校生徒の１日あたりの読書時間の平均を調べることになり 

ました。そこで，各クラスの図書委員の男女各１名を対象にアンケート調査を 

行い，その結果をもとに全校生徒の１日あたりの読書時間の平均を求めようと 

考えました。このとき，次の問いに答えなさい。 

⑤ 図書委員会が行おうとしているこの調査方法は，適切ではありません。その 

理由を説明しなさい。  

 

 

 

 

○ 鈴木さんの学校では，資源物回収を行い，たくさんのアルミ缶を集めることが 

できました。そこで，鈴木さんは「全校でいったいどれくらいの数のアルミ缶 

を集めることができたのか」を調べようと考えました。そこで，無作為に抽出 

した１５人の生徒が回収したアルミ缶の個数を調べたところ，次のような結果 

になりました。 
    

３１個 ５０個 ２７個 ７８個 ３７個 

１５個 １７個 １６個 ２５個 ９８個 

１７個 ７８個 ４０個 ３６個 ２５個 

                                    

⑥ 鈴木さんの学校の生徒数は４５０人です。鈴木さんの学校で集まったアルミ缶

のおよその個数を求めなさい。求める過程も書きなさい。  

 

 

                                               

 

 

［⑤⑥ 見方や考え方］ 

Ｂ Ａ 

単元名：〔標本調査（啓林館）〕 〔標本調査，標本調査の利用（東京書籍）〕 

 

３年（  ）組（  ）番 氏名（           ）  

①②       ③④       ⑤⑥       得点 

（   ／２） （   ／２） （   ／２）  （   ／６） 

知識・理解     技能     見方や考え方      

 



見
方
や
考
え
方

技
能

知
識
・
理
解

選
択
式

短
答
式

記
述
式

① ○ ○ 90%

② ○ ○ 90%

③ ○ ○ 80%

④ ○ ○ 70%

⑤ ○ ○ 70%

⑥ ○ ○ 80%

2 2 2 1 3 2 80%

およそ６３００匹

標本調査の方法を理解し，実際に模擬的に標本調査を行う。

（例）
・全校生徒の１日あたりの読書時間の平均を調べるの
に，各クラスの図書委員の男女各１名だけを調査するの
では，標本がかたよりすぎているから。
（例）
・無作為に抽出できていないから

合　　計　　６　　問　　

（例）
１５人のアルミ缶の合計は５７０個
４５０人は１５人の３０倍だから
５７０×３０＝１７１００
およそ１７１００個
（例）
１５人のアルミ缶の合計は５７０個
一人当たりの個数は，５７０÷１５＝３８個だから
３８×４５０＝１７１００
およそ１７１００個

標本調査を理解し，標本の抽出の仕方について考察することができる。

中学校第３学年　単元別確認テスト１７　出題のねらい及び解答例，評価の観点，目標正答率一覧

〈学習指導要領〉

評価の観点 問題形式

目
標
正
答
率

問
題
番
号

　　ア　標本調査の必要性と意味を理解すること。

　　イ　簡単な場合について標本調査を行い，母集団の傾向をとらえ説明すること。
Ｂ　資料の活用

　〔８章１　標本調査（啓林館 P.194～P.203）〕　〔８章１　標本調査（東京書籍 P.198～P.204），８章２　標本調査の利用（東京書籍 P.205～P.208）〕単　　元　　名

(1) コンピュータを用いたりするなどして，母集団から標本を取り出し，標本の傾向を調べることで，母集団の傾向が読み取れることを理解できるようにする。

ア，ウ

およそ５６人

出　題　の  ね  ら　い

Ａ 全数調査，　Ｂ 標本調査

解　答　例

全数調査，標本調査の意味を理解する。

標本調査の必要性について理解する。

標本調査の方法を理解し，母集団の全体を傾向を読み取ることができる。


